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「ねんきん月間」のお知らせ 

 

 厚生労働省と日本年金機構は協力して、１１月を「ねんきん月間」と位置づけ、

国民の皆様に年金制度に対する理解を深めていただくため、公的年金制度の

普及・啓発活動を展開します。 

  

 ○主な活動内容 … （別紙）のとおりです。 

 

※ 「ねんきん月間」については、旧社会保険庁において平成１８年度から毎年１１月に実施してきた

ところです。 

 

平成２２年１０月２９日 

年金局事業管理課 

(担当・内線) 補佐 大田(３６６１) 

（電話直通） ０３（３５９５）２８１１ 

（電話代表） ０３（５２５３）１１１１ 

 

日本年金機構国民年金部 

(担当・内線) 部長 町田（３３１０） 

（電話直通） ０３（６８９２）０７６３ 

（電話代表） ０３（５３４４）１１００ 



（別 紙） 

「ねんきん月間」のお知らせ 

 

 

日本年金機構は厚生労働省と協力して、１ １ 月を「ねんきん月間」
と位置づけ、公的年金制度の普及・啓発活動を展開します。 
 

●「ねんきん月間」の趣旨は？  

 国民の皆様に公的年金制度を身近に感じていただき、公的年金制 

度に対する理解を深めていただくことを目的としています。 

 

●「ねんきん月間」の活動内容は？ 

 全国各地の様々な場所で、年金事務所職員などによる年金出張相 

談を行います。 

（主な場所：市区町村役場、大学、老人ホーム、駅、商業施設など） 

 

 また、公的年金制度への参加意識が低いと言われる若い世代に対 

して公的年金への理解を深めていただくために、有効な取り組み

の提言を広く募集します。 
 

※詳しくは、日本年金機構ホームページ http://www.nenkin.go.jp/ をご覧ください。 

 

◆この機会に、年金について考えてみていただき、公的年金制度の趣旨

やしくみについてご理解いただきますようお願いします。 

 

●保険料を納めないまま放置すると、将来、老齢基礎年金を受け取ることがで

きなくなったり、いざというときの障害基礎年金や遺族基礎年金を受け取る

ことができない場合がありますので、必ず保険料を納めましょう。 

 

●所得が少ないなど、保険料を納めるのが難しい方は、ご本人の申請手続きに

よって保険料の納付が免除または猶予される制度があります。 
 

※保険料納付の免除または猶予制度の利用を希望される方は、お近くの年金事務所または 

お住まいの市(区)役所または町村役場（国民年金担当窓口）までお問い合わせください。 

 

 

http://www.nenkin.go.jp/�

	②221029　「ねんきん月間」のお知らせ（カガミ）
	②221029　「ねんきん月間」のお知らせ（別紙）

